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別紙1 

日本のひなた宮崎国スポ ウエイトリフティング競技・バレーボール競技 

リハーサル大会会場設営等業務仕様書 

 

１　業務の目的 

本業務は、日本のひなた宮崎国スポ・障スポ小林市実行委員会（以下「市実行委員会」という。）

が実施する日本のひなた宮崎国スポ ウエイトリフティング競技・バレーボール競技リハーサル大会

（以下「リハーサル大会」という。）の運営に必要な仮設物、物品及び看板等（以下、「仮設物等」と

いう。）の設営、保守・管理、撤去・処分業務を行うことにより、リハーサル大会の円滑な運営を行

うことを目的とする。また、リハーサル大会終了後、日本のひなた宮崎国スポ ウエイトリフティン

グ競技・バレーボール競技会場設営業務に向けた検証及び設計業務の修正反映を行うことを目的とす

る。 

 

２　業務名 

日本のひなた宮崎国スポ ウエイトリフティング競技・バレーボール競技リハーサル大会会場設営

等業務 

 

３　履行場所 
　小林市文化会館、ひいらぎスポーツパークこばやしひいらぎアリーナ　外 
 

４　履行期間 

本業務の期間は、契約締結の日から令和９年３月19日（金）までとする。 
 
５　業務委託の内容 
リハーサル大会の会場設営等業務に関し、次のとおり行う。 

（１） リハーサル大会開催に必要な仮設物等の貸与 

（２） リハーサル大会開催に必要な仮設物等の搬入・設営、保守管理及び撤去・処分業務 

（３） 施設の既存常設物の移動及び施設備品の設置・撤去業務 

（４） リハーサル大会期間中の仮設物等の配置転換及び点検業務 

（５） リハーサル大会終了後、仮設物等撤去後の原状回復業務 

（６） 上記業務に必要な申請及び調整業務 

（７） 仮設物消耗品の点検補充業務 

（８） リハーサル大会検証及び日本のひなた宮崎国スポ ウエイトリフティング競技・バレーボー

ル競技本大会への改善点提案書及び会場図面修正案作成業務 

（９） 日本のひなた宮崎国スポ ウエイトリフティング競技・バレーボール競技本大会の図面修正

業務 

（１０） その他本業務の実施に必要な業務 

必要に応じ、大会運営上必要と思われる図表・積算表等を提出するとともに、市実行委

員会に対し業務上必要なアドバイス（例：本大会の設営業務に関すること・設営業務と

他業務委託との関係性等）を行うこと。 
 

６　競技日程等 
 

種 目 名 大 会 名 日 程 競 技 会 場

 

ウ エ イ ト リ フ テ

ィ ン グ

内 閣 総 理 大 臣 杯 第 63回

全 日 本 社 会 人 ウ エ イ ト

リ フ テ ィ ン グ 選 手 権 大

会 ・ レ デ ィ ー ス カ ッ プ

第 18回 全 日 本 女 子 選 抜

ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ

選 手 権 大 会

令 和 ８ 年 11月 19日 （ 木 ） か ら  
令 和 ８ 年 11月 23日 （ 月 ） ま で

小 林 市 文 化 会 館 　 外
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７　設営、保守、撤去等期間 

　　 設営・撤去等に係る作業期間は、以下を参考として別途市実行委員会及び当該競技会場施設管

理者と協議すること。設営終了後及び撤去終了後の検査において不具合があった場合には、直ち

に対応すること。 
（ウエイトリフティング） 

 
（バレーボール） 

 
８　仕様及び数量 
　　下記に掲げる別紙を参照すること。 
　　①参考会場配置図【仕様書別紙１】 

②参考諸室配置図【仕様書別紙２】 
　　③参考内訳積算書【仕様書別紙３】 
 
９　業務工程表等の作成及び進捗状況の報告 
　　受注者は、経験者の配置に努めることとし、作業着手前までに次の書類を作成し、市実行委員会

に提出すること。また、業務の進捗状況を毎月末までに文書データにて市実行委員会に報告すると

ともに、変更等が発生した場合など、必要に応じて随時報告すること。 
① 業務工程表（ガントチャート形式）　　　　　　　１部 
② 業務責任者及び競技別担当者連絡先一覧　　　　　１部 

 
１０　仮設物等の仕様 
　（１）仮設物等の仕様及び数量は、大きさ、性能、機能等において、会場配置図及び諸室配置図に

 
バ レ ー ボ ー ル

令 和 ８ 年 度 第 37回 全 九

州 選 抜 高 等 学 校 バ レ ー

ボ ー ル 大 会

令 和 ９ 年 ２ 月 13日 （ 土 ） か ら  
令 和 ９ 年 ２ 月 14日 （ 日 ） ま で

ひ い ら ぎ ス ポ ー ツ パ ー

ク こ ば や し ひ い ら ぎ ア

リ ー ナ 　 外

 場所 小林市文化会館 
小林市駅南232番地 

小林中央公民館 
小林市細野38番地1

 会期 令和８年11月19日（木）から 
令和８年11月23日（月）まで（公式練習日：令和８年11月18日（水））

 設営 令和８年11月９日（月）から11月17日（火）まで 
仮設物の確認、機器等の動作確認及び引渡日を含む。

 保守・管理 設営終了日から令和８年11月23日（月）
 撤去・原状回復 大会終了日から令和８年11月28日（土）

 場所 ①ひいらぎスポーツパークこばやし　ひいらぎアリーナ 
小林市南西方2085番地 

②小林市市民体育館 
　小林市細野38番地1 
③小林中央公民館 
　小林市細野38番地1 
④高崎総合運動公園総合体育館 
　都城市高崎町大牟田1326番地１

 会期 令和９年２月13日（土）から 
令和９年２月14日（日）まで（公式練習日：令和９年２月12日（金））

 設営 ①②③令和９年２月10日（水）から令和９年２月11日（木） 
④　　令和９年２月９日（火）から令和９年２月11日（木） 
仮設物の確認、機器等の動作確認及び引渡日を含む。

 保守・管理 設営終了日から令和９年２月14日（日）
 撤去・現状回復 ①②③大会終了日から令和９年２月15日（月） 

④　　大会終了日（令和９年２月14日（日）午後から撤去開始の予定）



3 

記載のものと同等以上のものとする。 
　　　　なお、「諸室配置図」及び「内訳明細書」に「実行委員会手配」「競技システム業者手配」

「宮崎県から借用」と記載があるものは、本業務に含まないものとする。 
　（２）仮設物等に製品の指定がある場合は当該製品とする。 

なお、受注者がやむを得ず指定された製品以外のものを使用する場合は、事前に市実行委 
員会と協議を行うこと。 

　（３）受注者が用意する仮設物等は、すべて会社名等を明記し、施設備品と容易に区別することが

できるようにすること。 
　（４）受注者が用意する仮設物等は、錆・傷・汚損等のないものとし、指定された製品を除き統一

性を持たせること。 
　（５）仮設物等の仕様に必要な燃料（発電機用燃料等）、消耗品（トナー等）の備え付け及び点検

補充を行うこと。なお、点検補充業務も見積に含めること。 
　（６）「日本のひなた宮崎国スポ」の規定書体、日本のひなた宮崎国スポ愛称、スローガン、日本

のひなた宮崎国スポマスコットデザイン等については、「日本のひなた宮崎国スポ・障スポ実

行委員会」ＨＰ内にある標章及びマスコット等の取り扱いに係る諸規程を遵守すること。 
 
１１　官公庁その他関係機関への手続き 

　　本業務の履行に際し、官公庁その他関係機関に対する必要な申請等の手続きは、あらかじめ市実行

委員会へ関係書類等を提示し、承認を得た後、受注者がその業務を代行すること。 
なお、申請等に係る費用は受注者の負担とする。 
 
１２　現場管理 
　　受注者は、設営着手から撤去終了までの期間、仮設物等の設営及び仕様に熟知・熟練し、作業判

断を下せる現場代理人を業務場所に１名常駐させ、トラブルや事故のないように十分な安全対策を

施し、円滑かつ効率的に業務を遂行すること。 
 
１３　設営・撤去 
（１）設営については、設計図書により行い、市実行委員会及び当該会場施設管理者と十分協議した

うえで詳細設計図を作成し実施にあたること。既存の状態で設置不可能な場合は、市実行委員会

及び当該会場施設管理者と協議の上、設営可能な状態にして業務を行うこと。 
（２）仮設物等の設営前には、当該施設管理者立会いのもとで十分な現場確認をすること。 

なお、仮設物等について、当該施設管理者から異議又は意見があったときは、速やかに市実行

委員会に報告し、その指示を受けること。 
（３）設営について市実行委員会と協議したうえで図面等の設計変更が必要となった場合は、新たに

変更後の図面等の提出を行うこと。図面等の作成については、市実行委員会で使用しているアプ

リケーション（マイクロソフトエクセル等）に対応する形式で作成すること。 
（４）市実行委員会が手配した備品や市内施設で借用する備品及び会場施設が備えている備品等を使

用するものについては、それらの運搬、設置、撤去、返却等を適切に行うこと。 
（５）仮設物等の設置については、風雨対策を万全に施し、倒飛壊が生じないように針金、ウエイト

又は杭木等堅牢な固定方法により確実な設置をするとともに、安全対策を確実に実施すること。

また、既存の状態で設置不可能な場合は、当該会場施設管理者と協議の上、既存施設の破損のな

いよう養生を施すこと。（ウエイト、安全対策等すべての費用は受注者の負担とする。） 
（６）仮設物等の設置完了から撤去までの間、荒天時、夜間及び緊急時を含め、仮設物を適切に維持

管理し、円滑な大会運営が行えるようにすること。 
（７）同じ会場で並行して作業を行うほかの委託業者がある場合、工程調査を事前に十分に行い、そ

れぞれの作業が期限内に円滑に履行できるようにすること。 
（８）競技会終了後、仮設物等を撤去し当該会場を原状に回復すること。 
（９）設営及び撤去により発生した廃棄物等の処理は、関係法令に基づき、受注者の責任において適

切に行うこと。これに伴う費用については、受注者の負担とする。 
（10）設営及び撤去業務完了後、直ちに市実行委員会に報告し、市実行委員会の確認を受けること。 
（11）受注者は、当該会場施設管理者から異議又は意見があったときは、速やかに市実行委員会に報
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告し、その指示を受けること。 
（12）資格を要する業務については、有資格者が行うこと。 
（13）設営及び撤去期間に係る仮設物は、受注者の責任により管理すること。 
 
１４　保守・管理 
（１）受注者は、設営後から撤去までの期間中、設営した仮設物等の適正な保守管理を行い、円滑 

な競技会運営が行えるようにすること。 
なお、ＯＡ機器の接続にあたっては、電気の容量等を考慮し、確実に稼働するよう設営及び 

保守管理すること。 
（２）仮設物等は常に使用可能な状態に保守・管理し、必要に応じて修理、交換、補充等を速やかに

行うこと。これに伴う費用については、市実行委員会の責めに帰するべき理由によるものを除

き、受注者の負担で行うこと。 
（３）受注者は、仮設物等について、適宜巡回して保守管理にあたること。 
（４）受注者は、設営後から撤去までの期間中、会場内に責任者を常駐させ、常に市実行委員会と連

絡が取れる体制をとり、不測の事態であっても即時対応できるようにすること。 
（５）保守・管理に従事する者は、市実行委員会が貸与するＡＤカードを必ず着用すること。 
（６）荒天により、継続して設営が困難であると判断した場合は、直ちに撤去を行い、天候の回復を

待って市実行委員会の指示により再度設営をすること。 
 
１５　安全管理等 
　　受注者は、安全管理に関し、次に掲げる事項について万全を期すること。 
（１）安全管理 
　　①　選手・監督、大会関係者、一般観覧者及び施設利用者の安全を第一とし、業務場所及びその

周辺の混雑等を可能な限り予測し、対策を施すこと。 
　　②　仮設物等について、事故等が発生しないよう安全対策を適切かつ確実に施すとともに、大会

期間中においても、適宜巡回して保守管理にあたること。万一、異常を発見した場合は、速や

かに市実行委員会に報告するとともに、修理等の適切な措置を施すこと。 
　　③　作業従事者の怪我等がないよう、安全対策に万全を期すること。 
（２）履行場所の管理 
　　　労働者の安全及び衛生管理、整理整頓、公害防止ならびに周辺への配慮を行うこと。 
（３）交通法規の遵守 
　　①　競技会場内に駐車できないときは、受注者の責任において適切な駐車場を確保すること。 
　　②　運搬車両の最大積載量を遵守し、通行車両・通行人対策等を講じること。 
（４）保護対策 
　　①　本業務の実施に際し、既存施設等に対する保護対策を十分に施し、破損や汚損を防ぐこと。 
　　②　大型車両等による資材の搬入や作業を行う場合は、現地をよく確認し、路面陥没等の内容

に、十分に養生すること。 
　　③　搬入・設営、保守管理及び撤去・処分時に誤って既存施設に損傷を与えた場合、受注者は自

己の責任において市実行委員会が指定する期限までに原状に復旧すること。なお、自然災害

（激甚災害を除く。）が原因で仮設物等が既存施設に損害を与えた場合も同様とする。 
（５）消防防災対策 
　　　リハーサル大会開催及び運営に必要な仮設物等の整備にあたり、避難経路の確保及び消火器配

置等の消防防災対策に十分配慮すること。 
（６）緊急対策 
　　　仮設物等の倒飛壊や破損等、緊急事態に即時対応可能な保守・管理体制を作るとともに、緊急

時には市実行委員会及び施設管理者の指示により直ちに対応すること。 
（７）臨機の措置 
　　　受注者は、災害、事故の発生が予測される場合等、特に必要と認めるときは、市実行委員会の

指示を受け、臨機の措置をとること。不測の事故が発生した場合等、緊急やむを得ない事情があ

るときは、受注者の責任において、受注者の判断により臨機の措置をとるとともに、直ちに市実

行委員会に報告すること。また、その措置の内容について市実行委員会から指示があった場合
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は、直ちにその指示に応じること。 
　　　なお、これに伴う費用については、別途協議する。 
（８）損害・事故責任 
　　　本業務の履行に際し、受注者の瑕疵により既設物、仮設物等への破損、紛失、第三者への事故

等が発生した場合は、すべて受注者の責任とし、市実行委員会はいかなる責任も負わないものと

する。また、設営された仮設物等の火災、盗撮、破損、いたずら等による事故については、市実

行委員会の責めに帰すべき理由の場合を除き、市実行委員会は責任を負わないものとする。 
（９）保険 
　　　労働災害保険、賠償責任保険等、業務上必要となる保険に加入すること。 
 
１６　再委託等 
　　受注者は、業務の全部を一括して第三者に委任し、又は請け負わせてはならない。 
　　ただし、業務の一部を第三者に委託し、又は請け負わせるときは事前に書面にて報告し、 
　市実行委員会の承認を得た場合は、この限りではない。 
　　なお、事業者の選定にあたっては、小林市内の業者を優先的に採用すること。 

 
１７　資料提供 
　　市実行委員会は受注者に対し、本業務を遂行するにあたり必要な資料を、可能な範囲において準

備し提供を行う。 
　　なお、提供された資料の目的外使用を禁止する。また、本業務の終了後、速やかに市実行委員会

に返却するものとする。 

 
１８　会場設営撤去業務完了報告 
　　受注者は、全業務完了後、速やかに完了届を作成し、業務実績について市実行委員会へ報告する

こと。その際、設営前・設営後及び撤去後の電子データによる写真を添付すること。 

 
１９　リハーサル大会検証・本大会図面修正業務 
（１）受注者はリハーサル大会会場設営等業務を通して、日本のひなた宮崎国スポ ウエイトリフテ

ィング競技・バレーボール競技会場設営における改善点等の整理を行うこと。また、整理した改

善点等の解決案を検討し、市実行委員会に報告及び提案を行うこと。 
（２）受注者は市実行委員会と協議の上、日本のひなた宮崎国スポ ウエイトリフティング競技・バ

レーボール競技会場の会場設計図面、諸室配置図、サイン計画、仮設物仕様書の修正及び作成

を行うこと。 
（３）本大会図面修正にあたっては、受注者は現地調査を詳細に行い、施設及び会場周辺環境の現 

状を踏まえながら、競技会の安全、確実かつ円滑な運営及び合理的で無駄のない施設の活用が 
できるよう配慮すること。 

（４）本大会図面修正にあたっては、会場既存の施設・備品を活用することを第一とし、必要以上の

仮設物の設置及び備品等の借用をしないようにするとともに、特定の業者しか対応できない仮設

物もしくは備品を指定せず、一般的かつ同等品において対応可能なものとすること。 
（５）それぞれの図面及び計画においては、ユニバーサルデザインを基本とし、競技会の円滑な運営

と一般観覧者の安全で快適な観戦を必要最低限の設備により実施できるようにすること。 
（６）図面等の作成については、市実行委員会の仕様アプリケーション（マイクロソフトエクセル

等）に対応する形式で作成の上、当該アプリケーションで設計の意図通りに表示しているかを確

認すること。また、必要に応じ市実行委員会に対し、当該アプリケーションの使用方法に関しア

ドバイスを行うこと。 
（７）図面等の修正提出時には、前回からの修正箇所がわかるようにすること。 
（８）本大会修正図面等の提出期限は令和９年２月26日（金）とする。 

なお、提出期限後から履行期間までの間に修正が生じた場合は、適宜対応すること。 
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２０　業務にあたっての留意事項 
（１）本業務は、市実行委員会や競技団体、施設管理者等との密接な協議に基づき遂行すること。 
（２）業務の遂行にあたっては、各競技担当者や競技団体等との協議及び市実行委員会への進捗状況

の報告を迅速かつ正確に行える体制を整備すること。 
（３）各業務の実行にあたり、受注者は市実行委員会の指示に従うこと。また、その他不明な点は、

市実行委員会の指示を受けて、適切に履行すること。 
（４）市実行委員会が指示した業務以外に、契約の範囲内において別途受注者からの提案事項等があ

る場合は、事前に市実行委員会と協議の上、決定すること。 
（５）業務内容及び仕様に著しい変更が生じた場合は、別途協議すること。 
（６）積算及び請求書に記載する単価については、人件費、交通費、運搬費等全ての経費を一単価に

含めること。 
（７）設営にあたり機械、搬入用敷き鉄板等が必要な場合は、特に明示がなくとも必要な経費を積算

に含めること。 

 
２１　提出書類（契約締結後） 
　（１）契約金額内訳明細書 
　（２）着工届 
　（３）現場代理人届 
　（４）業務工程表 
　（５）組織図及び緊急電話連絡体制図 
　（６）労働災害保険、賠償責任保険等加入した保険の分かるもの（写し） 
　（７）詳細設計図 
　（８）その他市実行委員会が指示するもの 
 
２２　提出書類（業務完了後） 
　（１）請求書 
　（２）現場撮影写真（設営前・設営後・撤去後）（jpgフォーマット） 
　（３）完了届 
　（４）追加業務対応報告書 
　（５）リハーサル大会会場設営における改善点等の解決策 
　（６）日本のひなた宮崎国スポウエイトリフティング競技・バレーボール競技競技会場修正図面等 
　（７）その他市実行委員会が指示するもの 

 
２３　契約に関する条件等 
（１）成果品の帰属 

①　提出する成果品の著作権及びその他いかなる権利は、すべて発注者である市実行委員会

に帰属し、データの改変及び二次利用等に対し、受注者は一切異議を唱えることはできな

い。また、成果品の引渡前であっても、報告された計画書等を業務上必要な範囲において

使用する場合がある。 
②　市実行委員会は、本委託の成果物が第三者の著作権を侵害していないことを保証し、紛

争が生じた場合は、受注者の責任者と負担において解決するものとする。 
（２）業務の履行に関する措置 

本業務内容及び業務にあたっての留意事項に反し、再三の指摘にも関わらず改善しない場合

は、契約書の定めに基づき、本業務の委託を破棄できるものとする。 
（３）機密の保持 

受注者は、本業務（業務の一部を第三者に委託し又は請け負わせた場合を含む。）を通じて

知り得た情報を機密情報として扱い、契約の目的以外に利用し又は第三者に提供してはならな

い。また、本業務に関して知り得た情報の漏洩、滅失、棄損の防止、その他適正な管理のため

に必要な措置を講じなければならない。契約終了後も同様とする。 
（４）個人情報の保護 
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本業務を処理するための個人情報の取扱いについては、個人情報の保護に関する法律（平成

15年５月30日法律第57号）を遵守しなければならない。 
（５）その他 

①　業務実施後において、業務完了報告書を作成し、提出すること。 
②　この仕様書ないし契約書に定めのない事項については、その都度、市実行委員会及び受

注者双方が、誠意をもって協議し処理するものとする。 

 
２４　問い合わせ先 
　　　日本のひなた宮崎国スポ・障スポ小林市実行委員会 

（国スポ・障スポ推進室内） 
　　　担当：楠元（競技統括）、入木（バレーボール）、山下（ウエイトリフティング） 
　　　〒８８６－０００４　宮崎県小林市細野３８番地１（小林中央公民館２階） 
　　　ＴＥＬ：０９８４－２７－３３２５（直通） 
　　　ＦＡＸ：０９８４－２７－３５２６ 
　　　Ｅｍａｉｌ：k_kokuspo@city.kobayashi.lg.jp


